
小
菅
敏
郎
著

『
貸
借
封
照
表
分
析
論
」
と
四
野
嘉

一
邸
著

『
事
業
財
政
分
析
観
察
法
』

小
菅
敏
郎
著

『貸
借
封
照
表

分
析
論
』
と
西
野
嘉

一
郎
著

『事
業
財
政
分
析
観
察
法
』

木

村

重

義

こ

の
二
著

は
等
し
く
本

校
の
出
身
者

に
依

つ
て
書

か
れ

、
昨

年
同
じ
高
陽
書
院
か
ら
獲
行
さ
れ
た
も
の
で
1

穫
行
か
ら
約

一
年

に
な

る
こ

の
晩

い
紹
介
は
、
本
誌
前
號

・
前

々
號

が
特
別

な
計

甕

に
充

て
ら
れ

た
た
め
で
あ

る
こ
と
を

諒

せ

ら

れ

よ
。

i

あ
た
か
も
愛
身
銃
か
ら
放
た
れ
た
二
個
の
弾
丸
の
如
く
で

あ
る
。
主

と
し

て
前
者
は

理
論
的

研
究

で
あ
の
、
後

者
は
實
誰

的
研
究

で
あ

る
が
、

同
時

に
畿
射

さ
れ

て
、
果
し

て
よ
く

こ
の

番
を
打
落

し
得
た
か
。

筆
者

は

こ
の
雨
著
を
相
互

に
比
較

し
、
二

つ
の
も

の
を
打
合

せ
る

こ
と
に
よ

つ
て
、
そ
の
弱
勲
を
褒

見
し
や
う
と

は
思

は
な

い
。
し
か
し
爾
著
は
同
じ
こ
と
を
取
扱

つ
て
ゐ
る

の
で
あ

る
か

ら
、
自
然

に
射

照
さ
れ
る
こ
と
は
冤
れ
難

い
。

一
八
入

小
菅
氏
著
は
左
横
書

、
濾
酒
な
装
槙
、
巻
末

に
豊
富
な
丈
献

目
録

が
あ
る
。
著
者

が
序
言

に
も
述

べ
て
ゐ
る
通
り
、
。。
9
9
巴
N

の

閉
。
窪
。
ぴ
畏
舜
尊
。。。

並

び
に

冨

O
o
暮
器

の

男
鎚
民
い
山
自

国
ド
昌
斗
鼻
降

(
お
も
に
前
者
)
を
基
礎

と
な

し
、
こ
れ

に
そ

の

他

猫
乙
學
者

の
諸
研
究
を
織
込
ん

で
ゐ
る
。

し
か
し
米
國

に
於

け

る
経
螢
分
析

の
紹
介

に
は
主
と
し
て

。。
9
日
粒
冒

を
通
じ

て

行

は
れ

、
且

小
菅
氏
自
身

の
積

極
的
見
解

も
必

し
も
充
分

に
表

は
れ

て
ゐ
な

い
。
西
野
氏
著
は
著
者

の
自
認
す

る
如
く
、
や
は

り

。。
9
ヨ
亀
凶
か
ら
大
な

る
影
響
を
受
け

て
ゐ
る
と
は

い

へ
、
米

國

の
文
献

は
直
接

に
よ
く
研
究
さ
れ

て
居
り
、
文
章

も
よ
く
こ

な
れ

て
ゐ

て
著
者

が
自

ら

の
も

の
と
し

て
表

現
し
て
ゐ
る

の
は

明

ら
か

で
あ
る
。
次

に
先
づ
爾
著

の
講
成
と
内
容

と

の
大
要
を

紹
介

し
や
う
。

小
菅
氏
著

「
貸
借
封
照
表
分
析
論
」

は
四
章
よ
り
な
り
、
第

一
章
貸
借
封

照
表
分
析

の
概
念
、
第

二
章
貸
借
封
照
表
分

析

の

方

法
、
第

三
章

貸
借
封

照
表
分
析

に
よ
る
経
螢
経
濟

の
動
態
研

究

、
第
四
章
同
静
態

研
究

で
あ
る
。

第

一
章

に
於

て
、
貸
借
封
照
表

分
析

即
ち
経
螢
分
析
は
貸
借

封

照
表

及
び
損

釜
計
算
書

に
依
る

「
企
業

の
脛
螢
経

濟
的
諸
關

聯

及
び
諸
關

係
」
を

認
識

ぜ
ん
と
す

る
手
段
方
法

で
あ

る
と
読



明
さ
れ
る
。
し
か
し
て
貸
借
封
照
表
分
析
は
基
本
的
な
る
間
題

と
實
際
的
な
る
問
題
と
に
分
た
れ
る
。
前
者
は
企
業

一
般
の
静

態

・
動
態
を
通
じ
て
基
本
的
に
潜
在
叉
は
顯
在
し
て
ゐ
る
経
誉

経
濟
的
諸
關
聯
及
び
諸
關
係
に
封
す
る
研
究
で
あ
り
、
後
者
は

個

々
の
財
政
諸
表
に
就
て
の
個

々
の
企
業
の
實
際
的
分
析
に
樹

す
る
研
究
で
あ
る
。
此
等
の
問
題
の
可
能
な
る
目
的
を
具
艦
的

に
述
べ
れ
ば
、
内
部
的
目
的
と
外
部
的
目
的
と
に
な
る
。
前
者

は
経
螢
執
行
の
内
部
的
立
場
よ
り
す
る
分
析
で
あ
つ
て
、
総
て

の
目
的
の
申
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
丈
献
に
於
て
從
來

甚
し
く
逆
覗
さ
れ
て
ゐ
る
。
後
者
即
ち
外
部
的
目
的
に
は

一
與

信
者
の
立
場
、
二
放
資
者
の
立
場
、
三
経
濟
雑
誌
及
び
新
聞
紙

く

　

の
立
場
、
四
國
民
経
濟
又
は
公
統
計
の
立
場
が
存
す
る
。

く

第
二
章
に
於
て
は
、
貸
借
封
照
表
分
析
の
材
料
に
及
ぼ
す
季

節
の
影
響
即
ち
決
算
日
の
問
題
の
外
に
、
米
國
に
於
て
爽
達
し

た
分
析
方
法
の
實
際
が
読
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

第
三
章
に
て
は
企
業
財
産
の
構
成
、
企
業
資
本
の
構
成
、
及

び
企
業
流
動
性
の
三
問
題
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
問
題
の
意
味
が
読
明
せ
ら
れ
、
米
國
及
び
我
國
に
於
け
る
統

計
的
資
料
が
示
さ
れ
て
、
企
業
種
類
別
、
及
び
景
氣
攣
動
に
…件

ふ
差
異
攣
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

第

四
章

に
於

て
は
、
前
章

と
同
じ
取
扱
方

で
、
取
引
利

釜
率
、

資
本
同
韓
率
、
資
本
牧
釜
性

の
三
問
題
が
論

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
。

第

二

の
資
本

同
韓
率
は
総
資
本

・
在

庫
品

・
受
取
勘
定

・
支
佛

勘

定

・
固

定
資
本

の
五
種

の
同
縛
率
を
含

む
。
第

三

の
資
本

牧

　

釜
性
に
關
す
る
考
察
は
、
A
資
本
牧
釜
性
の
理
論
ー

資
本
牧

く

釜
性
は
、
よ
り

一
般
的
債
値
あ
る
総
資
本
牧
釜
性
と
、
特
種

の

目
的
を
以
て
の
み
利
用
さ
れ
得
る
自
己
資
本
の
牧
釜
性
の
爾
…者

　

を
解
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
資
本
牧
釜
涯
減
の
法

く

則

経
菅
の
技
術
的
牧
釜
と
維
濟
的
牧
釜
の
爾
者
遽
減
の
法

則

に
就
き
、
と

に
か
く

問
題

の
提
示
は
行
は
れ
て
ゐ
る
。
ー

ラC
資
本
牧
釜
性
の
嚢
展
-

種
々
な
る
牧
釜
率
・牧
釜
分
配
奉
・

く留
保
牽
の
年
次
的
嚢
展
1

に
封
し
て
加

へ
ら
れ
る
。
樹
最
後

の
項
目
、
生
産
過
程

に
於
け
る
経
濟
性

の
分
析

に
於

て
、
「
利

釜

に
封

し
て

一
つ
の
不

可
訣

の
條
件
」

な
る
経
濟
性

に
封

す
る
諸

家

の
意
見
を
掲
げ
た
る
後

、
そ

の
測
定
は

、
そ
の
た

め

の
絶

封

的
な

る
標
準
を
得
る

こ
と
は
不
可
能

と
言

ふ

べ
き

で
あ
る
が
、

経
濟
性

に
影
響
を
及

ぼ
す
個

々
の
要
素

よ
り
出
獲

す
る

。。
。
ず
穿

巴
凶

の
指

示
す
る
方
法

に
よ
る
を
最

も
愛
當

と
す
る

と

て
、
そ

れ

に
封
す

る
詳
し

い
読
明
が
績
く
。

西
野
氏
著

「
事
業
財

政
分

析
観
察
法
」

は

三
編
よ
り

な
り

、

一
入
九



小
菅
敏
耶
著

『
貸
借
繋
照
表
分
析
論
ヒ
と
四
野
嘉

一
郎
署

『
事
業
財
欧
分
析
観
察
法
』

第

一
編
総
論

、
第
二
編
事
業
財
政
分
析
観
察
法

の
理
論
、
第

三

編
同
分

析
親
察

法

の
實
際

で
あ
る
。

第

一
編

の
第

一
章
及
び
第
二
章

に
於

て
は
、
oo
。
ゲ
日
』
腕

に
依

る
小
菅
氏
第

一
章

と
同
様
な

こ
と
が
述

べ
ら
れ

て
あ

る
。
加

ふ

る
に
、
。。
6げ
ヨ
亀
凶
経
螢
分
析

の
基
本
的
問
題

・
實

務
的
問
題

の

分
類

は
本
書

の
組
織

の
根
幹

に
取
入
れ

ら
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
第

二
編

。
第

三
編

に
封
慮
す

る
も

の
と
さ
れ

て
ゐ
る
。
第

三
章

は

分
析

に
用

ひ
ら
れ
る
財
政
表
、
特

に
そ

の
項
目

の
設
定
法

が
論

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
。

第

二
編
第

一
章
事
業
財

政

の
動
態
分
析
は
小
菅

氏
第

四
章

に

相
慮

し
、
第

二
章
事
業

財
政

の
静
態
分
析
は
小
菅

氏
第
三
章
に

相

慮
し

て
ゐ
る
。
但

し
第

一
章
第

四
節
牧
釜
均
衡

の
法
則
は
既

述

の
如

く
小
菅
氏
資
本

牧
釜
性
な
る
項

の

一
部

(
一
九
八
頁
ー

二
〇
七
頁

)
に
も
あ
る
が
、
西
野
氏

に
於

て
主
と
し

て

〉
●
oロ
.

U
。
鼠
昌
『q
"
国
●
国
●
ζ
昌
8
写

に
依

つ
て
、
且
も

つ
と
實
詮
的

に

巧

に
取
扱

は
れ

て
ゐ
る
。
又
第

五
節

と
し
て
損
釜
分
岐
瓢

の
問

題

が
、
主

と
し
て

図
器
,。
『
国
く
8

0
冨
昌

を
中
心

に
論

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
。
第

一
章

の
第

一
節

に
於

て
は
利
釜

(
純

利
釜
及

び
簡

翠

に
菅
業

利
釜
と
維

利
釜

)
と
販
賓
高

と
の
關

係
、
第

二
節

に
於

て
は
小
菅
氏
第

三
節

と
同
じ
く
資
本
同
韓
率

(
但

し
自

己
資
本

一
九
〇

の
同
韓
奉
を
含
み
支
彿
勘
定
の
同
韓
率
を
除
く
黙
異
る
)
、

第

三
節
に
於
て
は
自
己
資
本
及
び
企
業
総
資
本
と
利
釜
と
の
比
率

及
び
資
本
牧
釜
率
の
年
次
的
攣
化
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
第
二

章
は
、
小
菅
氏
第
三
章
始
め
の
部
分
の
企
業
財
産
構
成
観
察
の

意
味
は
述
べ
ら
れ
て
な
い
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
雨
者
概
ね

一

致
し
、
な
ほ
西
野
氏
は
運
韓
資
本
の
項
を
含
む
。
本
編
種
々
の

比
率
を
取
扱
ふ
際
に
は
、
そ
の
比
牽
の
意
義
、
各
種
企
業
に
於

け
る
そ
の
比
率
の
統
計
的
考
察
、
景
氣
攣
動
が
そ
の
比
率
に
及

ぼ
す
影
響
を
整
然
、
セ
ク
シ
ョ
ン
を
別
に
し
て
述
べ
て
あ
る
か

ら
参
照
に
便
で
あ
る
。
こ
と
に
比
率
の
景
氣
攣
動
に
よ
る
攣
化

表
は
、
西
野
氏
自
身
が
東
洋
維
濟
新
報
枇
の

「
事
業
會
枇
経
菅

効
率
の
研
究
」
と
三
菱
経
濟
研
究
所
の
「
本
邦
事
業
成
績
分
析
」

と
を
材
料
と
し
て
、
大
正
三
年
上
期
よ
り
昭
和
七
年
下
期
に
至

る
三
十
八
期
分
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
編
は
第

一
章
貸
借
封
照
表
分
析
法
と
第
二
章
損
釜
計
算

書
分
析
方
法
と
に
分
た
れ
、
前
章
は
小
菅
氏
第
二
章
に
相
當
す

る
が
遙
に
詳
細
で
あ
る
。
第

一
章
第

一
節

は
増
減
法

で
あ

つ

て
、
主
な
る
部
分
は

出
.
国
・
O
器
σq
。蔓

の
資
金
移
動
観
察
法
で

あ
る
。
第
二
節
は
比
率
法
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
比
率
交
叉
法
、

そ
の
二
標
準
比
率
法
、
そ
の
三
指
数
法
が
懇
切
に
設
か
れ
て
ゐ



る
。
第

三
節
は

qo
.
O
自
B
9。
昌

に
ょ
る
趨
勢
法

で
あ
る
。
第

二

章

に
損
釜
計
算
書
分
析

の
方

法
が

O
嵩
ヨ
器
℃
O
周濃
。
蔓
"
国

幽器

の
そ
れ

ぞ
れ

の
著
書

に
よ

つ
て
紹
介
さ
れ
、
最
後

に
損
釜
計
算

書
分
析

に
於
け
る
標
準
比
牽
が
米
國

の
例

、
我
國

の
例
を
あ
げ

て
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る
。
尚
本
編

二
三
六
頁

以
下

の
我
國
主
要
企

業

の
標
準
経
螢
諸
比
率
及
び
標
準
型
貸
借
封

照
表

は
、
西

野
氏

が

「
多
く

の
勢
力
と
時
間

と
を
費
し

て
」
作
成
さ
れ
た
も

の
で

あ
る
。

著
書

全
饅

の
組
織
は
常
識
的

に
考

へ
て
維
馨
分
析

の
方
法

。

静

態
分
析

・
動
態
分
析

の
順
次
に
述

べ
て
ゐ
る
小
菅
氏
を
優
れ

り
と
す

べ
き
が
如
く

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
爾
著

中

に
取
扱
は

れ
た
内
容

は
明
か
に
、

か
な
り
性
質

の
異

つ
た
二
問
題

に
關
す

る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は

砕
7
ヨ
巴
N

に
從

ひ
雨
著
者

の
述

べ

て
ゐ
る
所
謂
基
本
的
問
題
と
實
際
的
問
題
と

で
あ

る
。

こ

の
二

問

題
は
必
し
も
明
瞭

に
提
示
さ
れ

て
ゐ
な

い
が
、
筆
者

の
考

に

よ
れ
ば
次

の
如
き
意
味

を
有
す
る
。
即
ち

一
は
廣

い
國
民
経
濟

學
的
な
見
地
か
ら
企
業

一
般
、
企
業

そ
の
も

の

」
貸
借
封
照
表

的
秩
序
を
法
期

づ
け

ん
と
す

る
も

の
で
あ
り

、
他

は
私
経
濟
學

的
な
見

地
か
ら
、
且
特
定
企
業

に
利
害
を
有
す
る
者
が
如
何

に

し

て
そ

の
企
業

の
眞

の
財

政
歌
態
を
知
り
得

る
か
と

い
ふ
技

術

的
見
地
か
ら
、
個
別
企
業
を
桧
討
す
る
方
法
を
稜
見
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雨
問
題
に
封
し
て
理
論
と
そ
の
實
誰
と

が
明
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
見
る
と
き
は
、
全
巻

を
総
論
の
外
に
事
業
財
政
分
析
観
察
法
の
理
論
及
び
實
際
の
二

編
に
分
つ
た
、
西
野
氏
の
方
法
が
～

「
理
論
」
及
び

「實
際
」

の
言
葉
は
適
當
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
ー

よ
り
本
質
的
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
來

こ
の
二
問
題

は
別
種

で
あ
る

か
ら
、

そ

の

一
問
題

の
み

に

一
著
を
あ

て
る
も
不
適
當

で
は
な

い
。
小
菅

氏
は

こ
の
方
法
を
と
り
、
そ

の
著
全
饅
を
あ
げ

て
基

本
的
問
題

の
解
明

に
あ

て
、
そ

の
第

二
章

「
貸
借
封
照
表
分

析

の
方
法
」

も

こ
の
問
題

に
封
す

る
手
段
を
論

じ
て
ゐ
る
と
も
見

得
る
。
但

し
そ
れ

に
し

て
も
、
異

分
子

の
所
謂
實
際

的
問
題

も

若

干
取
扱

は
れ

て
ゐ
る
。
基
本
的
問
題

に
封
す
る
手
段

で
あ
る

な
ら
ば
、
経
螢
比
率
法

と
百
分
比
法

・
趨
勢
法
等

で
あ

つ
て
、

資
金
蓮

用
表

の
方

法

・
比
率
評
債

法
等

は
含
ま
れ
な

い
わ
け

で

あ
る
が
、
小
菅
氏
著

は
そ
れ
を
も
含

ん
で
ゐ
る
。
し
か
し
と

に

か
く
個

別
的
企
業

の
経
螢
分

析
は
そ
れ
を
集
合

せ
し
め
る
と
企

業

一
般

の
経
管
分
析

に
な
る
と

い
ふ
關
係

が
存
す

る

の
で
あ
る

か
ら
、

こ
の
二
問
題

は
全
然
關
係

の
な

い
も

の
で
は
な

い
。
大

概

の
個

別
経
醤
分
析

法
は

一
般
経
螢
分
析
法

に
懸
用

で
き
る
。

一
九

一



小
菅
敏
耶
著

『
貸
借
封
照
表
分
析
論
』
と
四
野
嘉

一
耶
著

『
事
業
財
政
分
析
観
察
法
』

た
讐
現
在
そ
れ
が
行
は
れ
て
居
る
か
居
な
い
か
の
相
違
と
、
ど

の
程
度
に
有
効
で
あ
る
か
の
相
違
と
が
か
る
。
そ
れ
故
個
別
維

醤
分
析
法
を

一
般
維
螢
分
析
法
の
基
礎
と
な
す
は
正
し
い
。

こ
の
意
味
で
個
別
経
螢
分
析
法
の
種
類
を
考
察
す
る
に
、
小

菅
氏
及
び
西
野
氏
に
次
記
の
八
法
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
但
し

次
表
は
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
、
八
個
の
方
法
に
與

へ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
名
稻
も
筆
者
が
假
に
つ
け
た
も
の
が
あ
る
。

崇

比

法

「

加貸
借

工封
照

法表
/一 一一一～ 一一一＼!■ 一馳一ノ_

dcbadcba

増

減

法

百

%

卵

法

　別

趨

勢

法

標

準

珊

法

比
率
交
叉
法

比
牽
趨
勢
法

標
準
比
傘
法

評
量
比
傘
法

小
菅
氏

三
七
頁

四

一
頁

四
九
頁

五
七
頁

四

二
頁

五

一
頁

五
七
頁

五
四
頁

西
野
氏

一
九
八
頁

二
五
九
頁

二
七
三
頁

二
三
〇
頁

二
二
〇
頁

二
五
九
頁

二
三
〇
頁

二
四
七
頁

此
等
の
方
法
の
う
ち
標
準
貸
借
封
照
表
法
及
び
標
準
比
率
法

は
個
別
企
業
の
経
菅
分
析
結
果
を

一
般
企
業
の
経
螢
分
析
結
果

と
比
較
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

剛
般
経
螢
分
析
の
結
果
を
利
用

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
法
は
、
そ
れ
故
、
論
外
と
し
て
、
他

の
個
別
脛
螢
分
析
は
こ
れ
を
皆

一
般
維
螢
分
析
の
方
法
と
し
て

一
九

二

用

ひ
る
を
得
る
筈

で
あ

る
。
利
用
し
得
る
方
法

の
う
ち
、
百
パ

ー

セ

ン
ト
貸
借
封
照
表
法
及
び
比
率
交

叉
法

は
現
に
こ
の
爾

著

の
中
に
用
ひ
ら
れ

て
ゐ
る
。
例

へ
ば
前
法
は

.
小
菅
氏
三
章

二

節

・
三
節
、
西

野
氏
二
編
二
章

一
節

・
二
節

に
用

ひ
ら
れ

.
後

法
は
、
小
菅
氏
三
章

四
節

、
四
章
二

・
三

・
四
節
及
び
西
野
氏

二
編

一
章

一
・
二

・
三
節
、
同
二
章

三
節
を
総
鐙
的

に
見

る
と

き

に
認

め
ら
れ
る
。

一
般
経
螢
分
析

に
貸
借
封
照
表

趨
勢
法
、
比
率
趨
勢
法

い
つ

れ

も
利

用
で
き

る
で
あ

ら
う
。
例

へ
ば

我
國
重
要
企
業
を
総
括

し
て
見
た
各
種
比
率
の
年
次
表
-

小
菅
氏
の
は
大
正
三
年
上

期
か
ら
昭
和
五
年
上
期
ま
で
、
西
野
氏
の
は
始
期
同
じ
く
終
期

は
昭
和
七
年
下
期
1

に
就
い
て
始
期
を

一
〇
〇
と
し
て
比
率

の
趨
勢

を
計
算

し
、
グ

ラ
フ
に
示
し

て
欲

し
か

つ
た
。
更

に
叉

二
期
比
較

多
数
企
業

の
綜
合
的
貸
借
封
照
表

に
よ
り
資
金
運
用

表

を
作

成
し

て
、
企
業

一
般

の
年
次
的
攣
遷
叉
は
景
氣
攣
動

に

伴

ふ
攣

化
を
示
す

の
も
有
効

で
あ
る
。
未
だ
用

ひ
ら
れ
な

い
此

等
種

々
の

一
般
経
菅
分

析
法
の
研
究

は
今
後

に
封
す

る
課
題

に

属

す
る
。

著
書
中

に
用

ひ
ら
れ
た

一
般
経
菅
分
析

の

方
法

に

つ

い

て

も
、
ω
鼻
ヨ
巴
凶
等
先
輩

よ
り
少
し
く

進
ん
で
、
諸
比
率
個

々
の



攣
遷
の
読
明
だ
け
で
な
く
、
そ
の
相
互
間
の
關
係
に
ま
で
亙
つ

て
解
読
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
更
に
猫
創
的
な
貢
獣
と
な
つ
た

で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
。
約
二
十
年
四
十
期
に
及
ぶ
各
種
比

牽
の
趨
勢
を
比
較
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
間
の
何
等
か
の
關
聯
が

酸
見
さ
れ
、
本
邦
企
業
の
特
性
に
即
し
た
新
し
い
法
則
が
た
て

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例

へ
ば
絡
資
本
同
韓
率

・
自
己
資
本

回
韓
率

・
固
定
資
産
回
韓
率
の
三
者
の
趨
勢
を
比
較
す
る
に
、

大
正
十
二
年
以
降
は
自
己
資
本
同
韓
率
を
差
措
い
て
、
他
の
二

者
が
密
接
に
相
俘
つ
て

一
上

一
下
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
諸
比
率

は
交
叉
せ
し
め
ら
れ
て
判
断
さ
れ
る
時
、
始
め
て
企
業

一
般
に

封
す
る
統

一
的
分
析
研
究
と
な
る
で
あ
ら
う
。
且
比
率
作
成
以

前
の
綜
合
貸
借
封
照
表
主
要
項
目
の
趨
勢
を
も
滲
照
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

殊
に
西
野
氏
に
あ
つ
て
は
、
各
比
率
が
景
氣
攣
動
に
よ
り
及

ぼ
さ
れ
る
影
響
を
個
別
的
に
取
扱
ひ
以
て
結
論
が
下
さ
れ
て
ゐ

る
か
ら
、
そ
の
結
論
は
軍
に
常
識
的
で
あ
る
と
の
印
象
を
あ
た

へ
る
。
比
率
の
本
質
の
比
較
に
し
て
も
例

へ
ば

「
手
持
商
品
の

同
輻
率
は
固
定
資
産
の
同
輻
率
と
非
常
に
相
違
す

る
庭

で
あ

る
。
即
ち
手
持
商
品
は
流
動
資
産
で
あ
る
か
ら
、
回
韓
率
が
不

良
な
る
場
合
に
は
能
ふ
限
り
速
か
に
換
金
し
て
、
其
の
回
韓
率

を
速

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
但

し
固
定
資
産

の
同
縛
率

が
不
良

な

る
場
合

に
は
、
販
費
高
な
り
製
造
高
な
り
を
増
加
す

る
事

に

よ

つ
て
の
み
好
韓

を
計

る
よ
り
外
途
な
く
、
非
常
な
困
難

に
遭

遇
す
る
L
(
西
野
氏
六

一
頁

)
。

と
あ

る
が
、
實

誰
的
に
は
こ
れ

が
言

ひ
得
る

で
あ

ら
う

か
。
固
定
資
産

の
回
韓
率

の
高

い
大

正

八

・
九
年

に
於

て
、
手
持
商

品
回
韓
率

の
か

へ
つ
て
大

い
に
低

下
し

て
ゐ
る
事
實

は
如
何

に
読
明
さ
れ
る
か
。

こ

、
に
爾
著

の
提
供
す
る
興
味
あ
る

一
問
題
が
存
す

る
。
小

菅
氏
八
三
頁

に

「
通
常
高
き
原
料

の
配
分
、
從

つ
て
高

き
比
例

的
費
用
を
有
す

る
経
螢

は
、
取
引
財
産

に
於

て
著

る
し
く
高
き

配
分
を
示
し
、
高

き
経
螢
費

用
を
有

す
る
経
螢

は
、
設
備
財
産

に
於

て
著
る
し
く
高
き
配
分
を

示
す

と
言
は
れ
る
が
、
此

の
法

則

は

一
般
的

に
愛
當

せ
ざ
る

の
み
な
ら
す

、
上

に
示
し
た
る
螢

業

部
門

に
於

て
も
亦
要
當
し
な

い
。
」

と

て
、

。。
。
ぴ
ヨ
比
旧

よ
ウ

引
用
し
た

「
米
國

に
於
け

る
主
要
企
業

の
費
用
構
成
と
財
産
構

成
」
表

が
掲
げ

ら
れ

て
ゐ
る

。
之

に
封
し
西
野
氏
は
自

ら
編
成

し
た
昭
和
五
年
度

「
我
國
主

要
企
業

の
費
用
構

成

と
財
産
構
成

と

の
封
照
表
」

に
基

き
、
(
一
四

三
頁
-

一
四
四
頁
)

ω

原
料
費

の
比
較
的
大
な
る
経

螢
は
、
財
産
構
成

上
に
於

て
、
固
定
資
産

が
比
較

的
少

い
こ
と
。

一
九
菖



小
菅
敏
郎
著

『貸
借
劉
照
衷
分
析
論
』
と
西
野
嘉

一
耶
著

『
事
業
財
政
分
析
観
篠
法
」

②

勢
力
費
叉
は
動
力
費
の
比
較
的
大
な
る
経
螢
に
、
固
定

資
産
が
比
較
的
大
で
あ
る
事
、
勢
力
動
力
二
費
用
の
合
計

経
費
の
比
較
的
大
な
る
も
の
愚
亦
同
じ
。

㈹

原
料
費
と
勢
力
費

(
又
は
動
力
費
)
と
が
、
比
較
的
亭

均
せ
る
維
螢
に
就
い
て
は
、
固
定
資
産
と
流
動
資
産
と
が

大
饅
平
均
ぜ
る
事
。

を
述
べ
て
ゐ
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
爾
氏
の
掲
げ
た
表
よ
り
結

論
す
る
も
、
理
論
的
に
考
察
す
る
も
、
西
野
氏
と
と
も
に
、
「特

殊
の
場
合
を
除
く
限
り
」
、

こ
の
後
者
の
見
方
が

一
般
的
委
當

性
を
持
つ
て
ゐ
る
と
考

へ
る
。

我
國
に
於
け
る
経
螢
分
析
の
研
究
が
、
小
菅
氏
、
西
野
氏
の

こ
の
爾
著
を
基
礎
と
し
て
、
盆
々
健
實
な
そ
し
て
猫
創
的
な
稜

展
を
な
す
こ
と
を
期
待
し
て
、
汎
く
経
讃
を
お
勤
め
す
る
。

(
小
菅
著

『
貸
借
封
照
分
析
論
』
昭
和
九
年
四
月
、
菊
判
二
五

二
頁
、
二
圓
二
十
銭

・
西
野
著

『
事
業
財
政
分
析
観
察
法
』

昭
和
九
年
七
月
、
菊
判
三
二
五
頁
、
二
圓
五
十
饅

・
共
に
高

陽
書
院
版
)

一
九

四




